
　事業センターは、熊本日日新聞社
と連携し「熊日学童五輪」や「郡市対
抗熊日駅伝」などの事業運営を行っ
ています。熊日生涯学習プラザは、熊
本市中心部でカルチャーセンターを
運営、絵画教室や俳句、子ども向けプ
ログラミング教室など年間約２００の
講座を開催。また各種講演会など様
々なイベントも行っています。

　熊本日日新聞社が蓄積した膨大
な資料をまとめて発行する『熊日の
本』では、熊本で起きた様々な出来事
を「写真集」や「記録誌」として残して
います。また、一般企業の『記念誌』や
『社史』、個人からの依頼による『自叙
伝』『歌集・句集』『写真集』など、様々な
ジャンルの『本』を編集から印刷・販売
まで一貫してお手伝いしています。

　様々な保険商品の提案・販売を行
っています。顧客のニーズやリスク
を分析し、最適な保険プランをご提
案、契約手続きや更新、保険金の請求
手続きなどのフォローアップも行い
ます。さらに保険の基礎知識や最新
の商品情報、保険市場の動向も提供
し、納得した上で保険に加入できる
ようサポートしています。

　最新のＰＣ機器・ソフトを活用し、
熊本日日新聞の特集紙面や、「生活応
援紙・くまにち すぱいす」の紙面デ
ータを制作しています。また、熊日紙
面に掲載された写真や、過去の紙面
をプリントして販売するサービスな
ど、個人のお客様に対するサービス
も展開しています。

セミナー ･企画事業グループ

出版グループ

保険グループ

DTP部

講演会・各種セミナー・イベント等の開催、資格講座等の運営

出版物の企画・編集・制作・販売

生命保険・損害保険の取扱いや各種保険セミナーを開催

印刷物等のデータ制作、新聞掲載紙面・写真のプリントサービス

熊日サービス開発は熊本の文化を
まじめに考える会社です
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■待遇・福利厚生

諸手当 残業手当／通勤手当／食事手当など

昇　給 年1回（4月）

賞　与 年2回（6月・12月）

休日・休暇
原則として、日・祝日、制度休（月2日、4・6・８・1０・12・1・2月は月３日）
年次有給休暇／特別有給休暇（慶弔・リフレッシュ・年末年始など）
産前産後休業／育児休業／介護休業／育児休暇など

福利厚生

社員互助会の貸付制度（マイカーや家財購入、結婚資金等に利用可。奨学金借り換えは無利子で貸し付け）
社会保険完備（健康保険、厚生年金、雇用保険など）
企業年金制度
健康診断を毎年実施。法定外の腹部エコーや血液検査なども会社で負担

【本社】
〒８6０‐０８27　熊本市中央区世安1‐5‐1
TEL ０96（３61）３244　FAX ０96（３61）３249

【熊日生涯学習プラザ】
〒８6０‐０８45　熊本市中央区上通町2‐３2 
TEL ０96（３27）３125　FAX ０96（３27）３159

https://www.kumanichi-sv.co.jp/

昭和4８年（197３年）８月

1,０００万円

6億9,45０万円（2０22年度）

８０名

住　　　 所

U 　 R 　 L

設　　　 立

資　本　金

年間売上高

従 業 員 数

■会社概要

採用に関するお問い合わせ　jsomu@kumanichi-sv.co.jp　

人事担当者からのメッセージ
　当社は熊日グループの一員として1973年に創立。現在
の従業員数は8０名。決して大きい会社ではありませんが、
一人ひとりが、コツコツと仕事に向き合い、熊本の文化発展
を真面目に考え行動しています。
　好奇心旺盛な方、自由な発想を持つ方…私たちと一緒に
様々な事にチャレンジしてみませんか？　

採用情報は
こちらから。
エントリーを
お待ちしています。



熊本の文化をまじめに考えるクリエーター集団
　熊日サービス開発は、「セミナー・企画事業グループ／保険
グループ／出版グループ」の３グループ制から構成される『事
業本部』と、くまにちすぱいすなどの制作を行う「ＤＴＰ部」で
事業展開を行っています。
　各種講演会やカルチャー運営を行う「セミナー・企画事業グ
ループ」、書籍の編集・制作に携わる「出版グループ」、熊本日日
新聞社並びに関連会社社員の方のリスクに備える提案を行う

９：００～　朝ミーティング メールチェック等
９：３０～　個人損保商談（訪問）
１１：００～　個人損保商談（電話等）
１２：００～　ランチ
１３：００～　グループ企業訪問（損保商談）
１４：３０～　個人生保商談（訪問）
１６：００～　保険会社担当者と打合せ
１７：００～　事務作業、翌日準備を終わらせ退社

わたしの一日

　「熊日に保険！？」とよく言われます。熊日は大
きな企業グループです。私は「保険の専門家」と
して、関連会社の社員の皆さん、新聞販売店の従
業員の皆さんが日々安心して働けるよう「損害
保険」や「生命保険」でお手伝いしています。
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保険グループ

山村 英介
EISUKE YAMAMURA

interview
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９：３０～　メール・原稿チェック
１０：００～　制作業務
１３：００～　ランチ
１４：００～　ライターとの打ち合わせ
１５：００～　工程会議
１５：３０～　オンデマンド印刷
１６：００～　制作業務
１７：３０　　退社

わたしの一日

　熊本日日新聞社が発行している「生活応援紙・
くまにち すぱいす」の紙面や、地場企業が発行
する「情報誌」の制作を担当しています。締め切
りが迫る中、ミスを起こさないよう「早く・正確
に」をモットーに業務に取り組んでいます。
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DTP部
「熊日プリンテクス」

松原 　司
TSUKASA MATSUBARA　

interview
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９：００～　�講座準備（教室設営、お客様対応など）
１０：００～　�新規講座立上げ準備（講師との打ち合わせ）
１２：００～　午後の講座準備
１２：３０～　ランチ
１３：３０～　�新規講座立上げ準備
�������������（チラシ作成、新聞広告手配など）
１５：３０～　企画会議
１６：００～　講座準備
１７：００　　退社

わたしの一日

　「熊日生涯学習プラザ」で、新しい講座をイチから作り上げています。今、何が流行って
いる？　講座の内容は？　講師は？…など。まずは企画会議からスタート！　みんなで
意見を出し合いながら進めます。自由な発想で新しいモノ・コトを見つける楽しさをたく
さん経験しています。

セミナー・
企画事業グループ

浦田 智美
TOMOMI URATA

interview
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　書籍の出版編集を担当するようになってからの私の休日は「本屋巡り」が定番に
なりました！　装丁の色使いや、紙質、イラストなどの配置はもちろん、ページ数の
位置まで気になる始末…。それらをしっかりと記憶に留めつつ、一冊一冊と向き合
う日々を過ごしています。

９：００～　編集作業
１１：００～　デザイナーさんとの打ち合わせ
１２：００～　ランチ
１３：００～　�午前の打ち合わせを元に出版ま

でのスケジュール作成
１４：００～　�編集会議（出版部全体の編集状況

やサポート体制の確認など）
１６：００～　資料収集・編集・校正作業
１７：００　　退社

わたしの一日

出版グループ

田中 和愛
WAKANA TANAKA

interview
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「保険グループ」。これら３つの営業部門を柱としています。
　部門ごとの業務内容は大きく異なり、職種も多岐にわたっ
ています。イベントプロデューサーであったり、本の編集者で
あったり、身近な保険屋さんであったり…この職種の広さこ
そが我が社の強みです。色々な職種があるからこそ、個性や能
力を見いだし、伸ばす可能性を含んでいます。我が社の多彩な
事業展開は、きっとあなたの希望に応えるはずです。


	サービス開発パンフ冬表面
	サービス開発パンフ中面冬

